
カ
ン
ガ
ル
ー
肉
の
人
気
が

高
ま

っ
て
い
る
。

く
さ
み
の

な
い
赤
身
が
特
徴
で
、
健
康

志
向
を
追
い
風
に
需
要
が
拡

大
。
低
脂
質

上
向
タ
ン
パ
ク

を
好
む
消
費
者
の
心
を

つ
か

み
始
め
て
い
る
。

「
く
せ
が
な
く
、
と
て
も

食
べ
や
す
い
」
。
初
め
て
カ

ン
ガ
ル
ー
肉
を
使

っ
た
ハ
ン

バ
ー
グ
を
食
べ
た
と
い
う
４０

代
の
男
性
は
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
た
。
肉
は
食
べ
た
い
が
脂

質
は
あ
ま
り
と
り
た
く
な
い

の
で
、
も
う

一
度
注
文
し
て

み
た
い
と
い
う
。

料
理
を
提
供
し
た
の
は
健

康
食
堂

「
鹿
屋
ア
ス
リ
ー
ト

食
堂
」
の
神
田
錦
町
本
店
（東

京

・
千
代
田
）
で
３
年
前
か

ら
メ

ニ

ュ
ー
に
載

せ
て
い

る
。
同
店
を
運
営
す
る
バ
ル

ニ
バ
ー
ビ

（同

・
台
東
）
の

藤
井
菜
央
氏
は

「
当
初
は
１

日
１０
食
限
定
だ

っ
た
。
も

っ

と
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う

声
が
多
く
、
今
は
５０
～
８０
食

フ
ー
ド

出
し
て
い
る
」
と
話
す
。
　
　
も
の
を
捕
獲
し
、
世
界
７０
ヵ

珍
し

い
食
材

で
あ
る
う

国
以
上
に
輸
出
し
て
い
る
。

え
、
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
に
基

　

６０
種
ほ
ど
生
息
す
る
と
さ

健
康
志
向
に
カ
ン

―

卜

づ
い
た
食
事
を
提
供
す
る
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
は
ま

っ

た
こ
と
が
採
用
の
決
め
手
と

な

っ
た
。
特
に
３０
代
の
男
性

か
ら
人
気
で
、
皇
居
ラ
ン
ナ

ー
が
走

っ
た
後
に
注
文
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。

カ
ン
ガ
ル
ー
肉
の
産
地
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
。
現
地
で

は
年
間
約
８
０
０
０

ン
ト
が
流

通
し
て
お
り
、
ス
ー
パ
ー
で

も
購
入
で
き
る
。
豪
州
政
府

の
統
計
に
よ
る
と
、
２
０
１

５
年
の
同
国
の
カ
ン
ガ
ル
ー

の
生
息
数
は
約
４
４
０
０
万

頭
。

飼
育
で
は
な
く
野
生
の

脂
身
の
少
な
さ
と
く
さ
み

の
な
さ
が
カ
ン
ガ
ル
ー
肉

の
特
徴
だ

よ

っ
て
味
は
異
な
り
、
例
え

も
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
購

ば
イ
ー
ス
タ
ン
グ
レ
ー
カ
ン

入
す
る
方
法
が
あ
る
。
価
格

ガ
ル
ー
は
こ
く
の
あ
る
味
、
　

は
お
お
む
ね
輸
入
牛
肉
よ
り

レ

ッ
ド
カ
ン
ガ
ル
ー
は
さ

っ
　
一向
く
、
和
牛
よ
り
安
い
水
準
。

ぱ
り
し
た
味
が
特
徴
だ
。
　
　
１
０
０
ゼ
３
０
０
～
５
０
０

カ
ン
ガ
ル
ー
肉
の
輸
入
販

円
で
売
ら
れ
て
い
る
商
品
が

売
大
手
、
バ
セ
ル

（東
京

・　
目
立

つ
。

大
田
）
の
長
友
年
人
エ
リ

ッ
　

実
は
カ
ン
ガ
ル
ー
肉
は
■

ク
常
務
は
低
脂
質

上
高
タ
ン

９
８
０
年
代
に
も
話
題
に
な

パ
ク
な
だ
け
で
な
く

「
脂
肪
　
っ
た
。
国
内
流
通
量
は
ピ
ー

の
燃
焼
を
促
す
共
役
リ
ノ
ー

ク
時
の
８２
～
８３
年
で
２
０
０

ル
酸
も
多
い
」
と
話
す
。
同

～
３
０
０

ン
ト
に
達
し
た
と
み

社
に
よ
る
と
ヒ
レ
の
部
位
に

ら
れ
る
。
味
、
大
き
さ
、
包

含
ま
れ
る
量
は
輸
入
牛
肉
の

装
形
態
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り

お
よ
そ
４
倍
だ
と
い
う
。
　
　
人
気
が
定
着
し
な
か

っ
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
の
問
い

現
在
は
品
質
管
理
が
改
善
さ

合
わ
せ
も
増
加
傾
向
で
、

１２

れ
て
い
る
。

年
に
１０
店
舗
ほ
ど
だ

っ
た
出

「　
野
生
鳥
獣
肉
を
食
材
と
す

荷
先
は
年
内
に
１
０
０
店
舗

る
ジ
ビ
エ
料
理
が
全
国
的
に

に
ま
で
増
え
る
見
込
み
だ
。
　

広
ま
り

つ
つ
あ
り
、
市
場
で

同
社
の
推
定
で
は
１６
年
の
国

は

「
変
わ

っ
た
肉
に
対
す
る

内
流
通
量
は
２５

ン
ト
前
後
。
健

消
費
者
の
抵
抗
感
は
薄
れ
て

康
志
向
の
高
ま
り
を
追
い
風

い
る
」

（大
手
食
肉
卸
）
と

に
１７
年
は
５０

ン
ト
程
度
に
倍
増

の
声
が
多
い
。

カ
ン
ガ
ル
ー

す
る
と
み
て
い
る
。
　
　
　
　
肉
の
需
要
も
跳
躍
の
時
を
迎

日
本
で
カ
ン
ガ
ル
ー
肉
を

】え
つ
つ
あ
る
。

食

べ
る

に
は
外
食
以
外

に

　

　

　

　

（伊
地
知
将
史
）

（同
社
）
と
い
う
。

カ

ッ
ト
済
み
ス
イ
カ
は
包

丁
や
ま
な
板
が
要
ら
ず
、
切

る
時
に
汁
を
気
に
す
る
必
要

も
な
い
。
３
～
４
年
前
か
ら

売
り
上
げ
が
大
玉
ス
イ
カ
を

上
回
る
よ
う
に
な
り
、
今
で

は
店
頭
の
人
気
商
品
と
し
て

単
身
世
帯
や
核
家
族
な

ど
、
大
玉
の
ス
イ
カ
を

一
度

に
食
べ
き
れ
な
い
家
庭
が
増

え
て
い
る
。
食
べ
残
し
を
冷

蔵
庫
に
入
れ
る
と
場
所
を
取

る
の
が
ネ

ッ
ク
だ

っ
た
。
小

玉
ス
イ
カ
の
重
さ
は
２

ロ
キ
前

後
。
５
～
８

ロ
キ
に
も
な
る
大

れ
る
野
生
の
カ
ン
ガ
ル
ー
の

う
ち
、
４
種
類
が
商
業
的
に

輸
出
さ
れ
て
い
る
。
品
種
に

低脂質・高タンパクで脚光

一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一十一一一一一一一一一一一一一一一十一一一十一一一一一一一一十一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一十一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一十一一一一一一一一一十一一一一十一一一一一十一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一十一一一一十一十一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一十一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一十一一一一一十一一一一一十一一一一一一一一十一一一一一一一

人
気
が
高
い
の
は
１
切
れ
の

中
に
必
ず
中
央
部
が
入
る
よ

9日 (月 曜日) 日係雲MJ

ン
ス

小
売
店
の
ス
テ
イ
ッ
ク
状
や
小
二
人
気

ス
ィ
ヵ
だ
だ

が
、
〈「は
二

釧

路

の

昆

行

魚

主な業務用1食材の価格と予想

くコメ〉逐緊暑守誓斡記Si塁ミ喬iltま盆堺者糞垂ギユ.……………

雪首:言告す稲差還」;)       i38!‖王iを母」三
〈生鮮野菜〉 (大田市場、相対、税込み、 1頻、高値)

キャベツ (千葉、 10キロ)
レ lタ ス (長野、 10キロ)
大  根 (青森、 10キロ)
ト マ ト (栃木、 4キロ)
タマネギ (兵庫、20キロ)           2700 →
〈輸入果実〉 (仲卸、現金、 1移)!・ …………………………,

バ ナ ナ (フ ィ リピン産、 13キロ) 2700--3000  -
レ モ ン (ア リゾナ産、 140個)     6500-7000 →
グレープフルーツ(フ ロリダ産、40個)   4700-5000 →
オ レンジ (カ リフォルニア産、88個)   5300-5800 →

〈食肉〉 (1キロ)・ ……………………………………………………
国産牛枝肉G口牛去勢A4、芝浦市場、加重平均価格)2503 →

1080  -う

2484  -
2160  -
1620  -

〃  (和牛去勢 A5、 同)
〃  (交雑種去勢 B3、 同)

国産豚枝肉 (生体・上物、同)

国産ブロイラー

基|も覇勢(零重甲予基逢鷲香督統F高 )

輸入牛肉
(米国産 ショー トプレー ト、冷凍、同)

(豪州産チル ドビーフフルセ ット、冷蔵、同)

輸入ブロイラー

(ブラジル産 もも肉、荷受け卸値、冷凍)

〈水産物〉 (築地市場、税込み、高値、 1キロ)
本マグロ(鳥取、生)

メバチマグロ (冷凍)

冷凍エ ビ (16/20サ イズ)

≦炎嵩崖盃楢F唇窓層ご峯始す
ガ~ヽ

1・ 8キロ、

2837  -
1488  -
663  -

628  -
197  -

750--760  -
970--980  -

350ヽ-360  -

1944 /
3024  -

3650  /

や ″l mrtheTasttCettury      
一

葛 静 ⌒ 動 為 蛤 回 畳,ど韓 再 とh品 靡
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辞

乳

に

町
Ｏ
食
事
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
は
、
た
だ
や
せ
る

の
で
は
な
く
、
「体
に
良
い
」
食
事
が
重

三
く
‐
″
一」
Ｉヽ
Ｊ
ヽ
く
ノ
ｒ‥ｒ判
日
さ
ぃ

，
■
Ｈ
「
年
ヽ
ヨ

②
話
題
に
な
っ
て
い
る
、
栄
養
が
豊
富
な

「
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
」
。
知
っ
て
は
い
て

０
今
年
試
し
た
い
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
、
１

位
は
「も
ち
麦
」
、
２
位
は
若
年
層
が
関

、
ず

ヽ
ノ

す
■

、

総
合

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援

を
手
掛
け
る
ネ
オ
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ

（東
京

・
渋
谷
）
は
、
食

事
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
て
い
る
、

全
国
の
２０
～
５９
歳
の
女
性
４
０

０
．％

０
．％

４

０
人
を
対
象
に
食
事
ダ
イ

エ
ッ

ト
に
関
す
る
調
査
を
し
た
。

ダ
イ

エ

ッ
ト
を
し
て
い
て

も
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り

た
い
と
い
う
人
に
人
気
な
の
が

ス
ト
パ
ー
フ
ー
ド
。
い
ろ
い
ろ

な
種
類
が
あ
る
が
、
実
際
に
知

っ
て
い
る
か
、
試
し
た
こ
と
が

あ
る
か
に
つ
い
て
聞
い
た
。

知

っ
て
い
る
ス
ー
パ
ー
フ
ー

ｒ
其
　
、

　

ゝ
、
■
ふ

″
ア
　
、

食事「体に良い」「飽きない」重視
ツ
オ
イ
ル
」

（
６４

・
５
％
）
、

３
位
は
南
米
の
ア
ン
デ
ス
原
産

の
雑
穀

「
キ
ヌ
ア
」

（６‐

．
５

％
）
と
い
う
結
果
と
な

っ
た
。

ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
そ

の
も

の
、
ま
た
は
含
ま
れ
た
食
品
は

こ
の
と
こ
ろ
、

ス
ー
パ
ー
や

コ

ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
見

リ

か
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
実
際

に
試
し
た
こ
と
が
あ
る
ス
ー
パ

ー
フ
ー
ド
に
つ
い
て
聞
い
た
と

３
位
は
「
コ
コ
ナ

ッ
ツ
オ
イ
ル
」

（
２‐

。
０
％
）
だ

っ
た
。

ス
ー

パ
ー
フ
ー
ド
の
人
気
が
高
ま

っ

て
い
る
と
は
い
え
、
名
前
は
知

っ
て
い
て
も
試
し
た
こ
と
の
な

い
と
い
う
消
費
者
は
多
い
。

そ
こ
で
、
今
年
試
し
た
い
ス

ー
パ
ー

フ
ー
ド
を
聞
い
て
み

た
。
首
位
は

「
も
ち
麦
」

（４０

・
５
％
）
、
僅
差
で
２
位
は

一

般
的
な
大
麦
に
比
べ
て
食
物
繊

試し 知つて 試したこと
たい いる がある

38.8 2913

36.5 61.5

3515 75.8  33.0

23.3 64.5   2110

22.8 19.3   3.8

21.5  5.0   0.8

15.5 -   一

14・8 13.3   3.0

14.0 -  一

今年試したいスーパーフードのランキング
薄
着
に
な
る
夏
場
に
向
け
て
、
女
性
の
間
で
関
心
が
高
ま
る
の
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
だ
。
食
べ
る
も
の
を
制
限
し

た
り
工
夫
し
た
り
す
る
食
事
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
人
気
が
高
く
、
そ
こ
か
ら
食
材
の
ブ
ー
ム
が
起
こ
る
こ
と
も
多
い
。

最
近
は
栄
養
価
の
高
い

「
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
」
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は

「
も
ち
麦
」
や

「
キ
ヌ
ア
」
、

「
ス
ー
パ
ー
大
麦
」
な
ど
植
物
繊
維
が
豊
富
な
穀
類
の
人
気
が
高
ま
り
そ
う
だ
。

う
ぶ
ヽ

維
を
豊
富
に
合
」、

大
麦
」

（
３８

・
（

が

「
キ
ヌ
ア
」

だ

っ
た
。
　

　

・

「
ス
ー
パ
ー
十

２０
代
が
４５

ｏ
Ｏ
ル

・
０
％
と
若
い
“

強
い
。
流
行
に

，

代
は
、
昨
年
か
ヽ

ち
麦
」
に
続
き
、

―
パ
ー
大
麦
」
一

思
う
人
が
多
い
」

食
事
ダ
イ
エ
、

意
識

に

つ
い
て

た
。食

事
ダ
イ
エ
、

に
つ
い
て
、
重
市

素
は

「
体
に
良
小

％
）
が
最
も
多
ぞ

き
な
い
」

（
６４

・

ロ
リ
ー
が
低
い
」

の
順
だ

っ
た
。

を
重
視
す
る
と
狩

代
別
に
み
る
と
、

０
％
、

３０
代
と
ね

％
と
若
い
世
代
（

な
く
健
康
的
に
市

と
の
意
向
が
強
ｈ

で
は
健
康
的
ｒ

う
な
ダ
イ
エ
ッ
Ｌ

う
な
も
の
か
。
Ｌ

の
は

「
食
事
の
合

え
る
ダ
イ
エ
ッ
に

％
）
で
、

亘

谷

に
変
え
る

一

（流

麦茶やビールの原料となる
大麦の一種で食物繊維の含
有量が多い

一般的な大麦よりも食物繊
維が2倍あるとされ、消化さ
れにくいでん′Stんも多い

中南米原産の果実の種

コヨヤシの実から取れるオイ
ル。中鎖脂肪酸を豊富に含む

北アフリカ原産のカヤツリ
グサ科の植物

ホウレンソウの葉に含まれる
天然化合物の一種。空腹感を
和らげ、血糖値の上昇を抑える

北インド原産の植物。カルシ
ウムなどの米養が豊富

(注)一は質問項目なし

タイガー
ナッツ

スピルリナ蕎然再貫翻 暦ぞ畳讐
含む

努肝;あ舞8湯難藁罫

「食事ダイエット」をしているときにとる食事で重視すること(複数回答)

里笙__30代 ン4

００

％

８０

該
当
な
し

レ
シ
ピ
の

レ
パ
ー
ト
リ
ー

が
豊
富

美
容
効
果
が

あ
る

基
礎
代
謝
が

上
げ
ら
れ
る

調
理
方
法
が

簡
単

満
腹
感
が
あ
る

飽
き
な
い

体
に
良
い

低力
い口

|ジ

|

が
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